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日本イコモス国内委員会 

 委員長  西村 幸夫 

 

 

富士見坂の眺望保全に関する報告依頼 

 

前略 

過日、ユネスコ世界遺産委員会の諮問機関のひとつである ICOMOS（国際記念物遺跡

会議、本部パリ）より、「富士見坂の眺望」を眺望遺産として保全しようという決議文（レ

ゾリューション）を受け取られたことと存じます。その後、どのような取組みをとられて

いるでしょうか。 

ICOMOSという組織は、世界の専門家で組織されており、三年に一度世界大会が開催

され、上記の決議文は 2011年 12月のパリ大会において採択されたものです。決議のゆく

えは文化遺産の保全に関する世界の専門家も注目しており、日本イコモス国内委員会は、

本件に関して責任をもって報告していきたいと考えています。 

つきましては、住友不動産、東京都、新宿区、豊島区、台東区、文京区、荒川区の関係

5区それぞれの回答をとりまとめ、ICOMOSパリ本部に送りたいと思いますので、この間

の事情につき、日本イコモス国内委員会事務局宛に回答文書をいただけますよう、お取り

はからいの程、よろしくお願い申し上げます。 
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